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関東信越税理士政治連盟

会　長　�小　林　俊　一

再任のごあいさつ

本年３月26日に行われた臨時大会で再任いた

しました小林でございます。３期目を務めさせ

ていただきます。会員の皆様には本連盟の活動

に格別のご理解、ご協力を賜り感謝申し上げま

す。引き続き、本連盟の活動に力を注いでまい

りますのでよろしくお願いいたします。

さて、昨期の就任に際して掲げました、会務

にあたっての三つの重点事項への取り組みと今

期の活動について申し上げます。

一つ目に掲げた、関東信越税理士会との連携

の重視につきましては、本連盟規約第３条「本

連盟は、関東信越税理士会の方針にそって…（中

略）…必要な政治活動を行うことを目的とす

る。」の規定のとおり、本連盟の活動の根幹で

す。これまでと同様、税理士会との強い連携の

下、活動を行ってまいります。

二つ目に据えていた会務の運営につきまして

は、一昨年に「関東信越税理士政治連盟規約」

の改正を行い、主に会員の定義と幹事会構成役

員を改めました。これに伴い、「標準県税政連

規約」も改正いたしました。また、「旅費規程」

及び「ウェブ会議運用指針」を新設して会務を

運営しています。その一方で、運営にあたって

の財政の問題については、検討を重ねてはいる

のですがなかなか結果を得られない状況にある

と思います。このことは組織率に直結する問題

だと捉えています。関税政の組織率、すなわち

会費の収納率は69.3％となっており、全国平均

（約50％）よりは高い数値になっておりますが、

５年前は、73.4％で4.1ポイント減少しています。

前年比においても1.1ポイント減少です。早急

に原因を検討してしかるべき措置を取りたいと

考えております。

三つ目に掲げた国会議員への陳情について

は、新型コロナウイルス感染症による活動制限

が解除され、税理士による後援会の皆様や本連

盟及び各県税政連役員各位による活発な陳情活

動ができました。これら陳情活動の基礎となる

後援会は昨年新たな後援会が設立され、４月１

日現在59の後援会が活動しています。皆様には

厚く御礼申し上げるとともに、引き続きご協力

を賜りますようお願いいたします。また、これ

に関連して国政選挙への対応については、昨年

第50回衆議院議員総選挙が行われ、53人の推薦

候補者のうち41人当選という結果となりまし

た。数々の負の要因が重なりこのような結果と

なりましたが、今年は、参議院議員通常選挙が

あります。しっかりと準備をして対応していき

たいと考えております。国会議員との信頼関係

が、税政連の目的を達成するための重要課題の

一つと考えております。

結びに、今期も税政連の活動にご理解ご協力

を賜りますようお願いするとともに、皆様方の

ご多幸とご健勝を祈念いたしまして、再任のご

あいさつとさせていただきます。
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退任のあいさつ
前副会長�　　　　　　
内　田　茂　行

小林会長の下、１期２年間ではありましたが、
関東信越税理士会の副会長と関東信越税理士政
治連盟の副会長を兼任させていただきました。

本来であれば税理士会と政治連盟の連絡調整
役としての使命に従って活動しなければならな
いところでしたが、初年度の定期大会の前に体
調不良となり、長期入院療養、そして、二年度
目の定期大会の前にも体調不良により長期の療
養生活となり、使命を全うできなかったことに
深くお詫びを申し上げます。政治連盟の皆様に
は大変ご迷惑をおかけしました。

政治連盟の活動については、茨城県政治連盟
で若干の経験はありましたが、両組織の執行部
を微力ながら経験させていただいたことによ
り、本連盟の目的である、「関東信越税理士会
の方針にそって、税理士の社会的、経済的地位
の向上を図るとともに、納税者のための税理士
制度及び租税制度並びに税務行政を確立するた
め、必要な政治活動を行う。」このことの重要
性を改めて認識した次第です。

退任後も政治連盟の活動に関心を持ち続けた
いと思います。

結びに、関東信越税理士政治連盟の益々のご
発展と、会員の皆様のご健勝ご繁栄をご祈念申
し上げます。

大変お世話になりました。

退任のあいさつ
前副会長�　　　　　　
�若　山　　　実

令和７年３月をもちまして、副会長の職を退

任いたしました。井部俊一前会長、小林俊一会
長の下、思いもよらず４期８年という長期間に
わたり、この重要な役職を務めさせていただき
ました。この間、役員の皆様、事務局の皆様、
そして会員の皆様には多大なご支援とご協力を
賜り心より感謝申し上げます。

税理士制度を守り税制改正要望を実現するた
めには、後援会組織の拡大と活性化、そして陳
情活動の強化が不可欠です。茨城県では、衆議
院議員７選挙区全てと参議院、さらに知事、市
長の後援会を設立し陳情活動を行ってまいりま
した。特に印象に残る出来事としては、ある議
員の後援会設立総会で涙を流して感激された場
面や、また別の議員が、落選中にもかかわらず
後援会組織が支援し続けていたことに深く感謝
されていたことが挙げられます。

税政連の活動において重要な課題となってい
るのは、収納率の低下と活動資金の不足です。
コロナ禍により活動が一時的に制限されたこと
で資金繰りに一定の余裕が生まれましたが、根
本的な解決には至っておりません。会務活動の
増加や物価上昇が続く中で現行の会費による資
金繰りには限界があります。収納率の向上を図
るとともに昭和47年から据え置かれている会費
の値上げは喫緊の課題であると考えております。

後任の皆様には税制改正要望の実現に向けた
活動をお願い申し上げますとともに、さらなる
ご活躍を心より祈念いたします。退任にあたり
これまでのご支援に深く感謝し皆様のご健康と
ご多幸をお祈り申し上げます。

退任のあいさつ
前副会長�　　　　　　

��星　野　昌　弘

令和７年３月をもちまして、副会長を退任い
たしました。小林俊一会長の下、１期２年間と
いう大変短い期間ではありましたが、役員の皆
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様はじめ、事務局の方々には大変お世話になり
ました。この場をお借りして厚く御礼を申し上
げます。

この２年間は、今までに経験したことのない
世界で組織や会議にも理解不足の点が多々あ
り、周りの方々にはご迷惑をおかけしました。
地元の栃木県の政治連盟でも、幹事長をはじめ、
多くの役員の方々のお力添えをいただき、無事
に終えることができました。

政治連盟の活動は、日税連で決定した税制改
正の建議・要望事項の実現のため、すべての国
会議員に、その趣旨を理解していただき、賛同
を得られるように陳情活動を続けていくことで
す。忙しい国会議員の方々の時間をなかなか割
いていただけず、直接本人と面会の機会を得ら
れなかったことは残念であり、また、直接本人
に陳情する機会を得られても、ご理解いただけ
たのか不安が残りました。しかし、その地道な
活動をすることが税政連の活動なのだと理解し
ています。

今後も小林会長のもと、役員の皆様で地道な
活動の継続と、組織として財務内容の充実を図
り、税制改正に強い影響力をもつ団体として、
さらなるご活躍をお祈り申し上げます。

退任のあいさつ
前副会長�　　　　　　

��池　　　淳　一

令和５年４月から、新潟県税政の会長、関税
政の副会長を務めてまいり、この度退任いたし
ました。過去には、本会からの兼任副会長とし
て、関税政の幹事会等に参加させていただいた
経験はありましたが、現実の執行となると分か
らないことが多くありました。たまたま、本会
で同時期に役員をしていたメンバーがいたので
打ち解けやすかった面もあり、小林会長にも話

しやすい雰囲気を作っていただきました。聞い
てみると各県それぞれ異なる運営や苦労があ
り、忌憚ない情報交換ができたのが２年間の収
穫でした。

税政連の一番の活動は、税理士会の想いを実
現するため国会議員への陳情活動を行うことと
後援会活動を行うことです。現場で国会議員と
対応する後援会会長や支局長に良い情報を円滑
に伝えるのが税政連の役目と心掛けてきました
が十全にできたでしょうか。

当県は衆議院議員定数が６名から５名に減
り、選挙区が広くなり、複数の支局が入り組ん
で属することとなり調整に困難がありましたが、
後援会会長や支局長に尽力いただき積極的また
活発に活動していただきました。後援会の定期
総会などで国会議員の先生方とも親しく懇談す
るという貴重な経験をさせていただきました。

各県も同様と思いますが、税政連の活動を支
える財務面の問題があります。

組織率の低下や、コロナ禍が終わり活動も活
発になり費用的にも負担が増えてきました。２
年間では実行できない部分もありましたが、各
県の役員と知恵を出し合い、工夫できることは
取り入れるなどして改善を図れたらなお良いか
と思いました。

最後に、小林会長をはじめとする関税政の皆
様に感謝申し上げるとともに新役員の皆様のこ
れからの活躍をお祈り申し上げます。

新任あいさつ
副会長�　　　　　　
��橋　本　一　哉

このたび、副会長を拝命いたしました、埼玉
県税政連越谷支局所属の橋本一哉でございます。

就任にあたりごあいさつを申し上げます。
私は、昨年度までに関東信越税理士会（以下
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「本会」という。）の総務部長、専務理事をさせ
ていただき、本年度からは会務担当副会長を拝
命いたしました。

政治連盟については支部長時代に支局長とし
て活動させていただいて以来、役員の経験は初
めてではありますが、諸先輩方のご指導をいた
だきながら、本会の方針に沿って、税理士の社
会的、経済的地位の向上を図り、納税者のため
の税理士制度及び租税制度並びに税務行政を確
立するため、必要な政治活動を行うという目的
のために、本会と政治連盟との連絡協議等を通
じて連携・協力し、税理士制度の発展と業務の
改善進歩に貢献をしてまいります。

税理士の社会的地位の向上と本会の基本施策
を実現するための具体的課題として、税制改正
への対応や税理士法の改正等に取り組むととも
に、国政選挙等については、今年改選される参
議院議員通常選挙においても各県税政連や後援
会と連携し、支援活動を行ってまいります。

これらの活動のためにも、各県税政連の活動
の充実を図り、会員の増強に努め、組織の強化
を図らなければなりません。

そのために政治連盟に対する会員の皆様のご
理解とご協力が必要です。改めて会員の皆様に
は政治連盟の活動とその重要性をご理解いただ
けるよう周知に努めてまいりますので、よろし
くお願いいたします。

副会長就任にあたって
副会長�　　　　　　
���小　泉　達　哉

このたび、関東信越税理士政治連盟副会長を
拝命しました下館支局の小泉達哉です。永年に
わたり税政連活動に尽力された若山実前副会長
の後を受け、微力ではございますが務めさせて
いただきたいと思います。

国会議員の後援会会長在任中には、国会議員
の地元事務所や議員会館での陳情活動を通じ
て、私なりに税政連活動に携わってまいりまし
た。国会議員の方々は、税務の専門家である我々
の説明に深く関心を寄せてくださいます。国民
生活の向上のため、我々の言葉が非常に重要で
あることをご理解いただいております。その経
験を活かしながら活動していく所存です。

副会長拝命に当たり、若山前副会長の特別寄
稿「税政連の活動にご理解を」（「関税政」第44号）
を改めて拝読しました。税政連活動を行う上で
のポイントがまとめられておりました。税政連
の役割及び活動に関する情報提供の機会を増や
し、税理士会員の理解を深め、税政連会員の増
加を図り、資金不足に陥っている財政を立て直
すことが急務となっています。税理士会員の中
には税政連の活動に消極的な方もいらっしゃい
ます。かつて私自身も、税政連活動にはあまり
積極的ではありませんでした。しかし、税理士
制度や納税者を守る法律の整備には、税政連活
動が非常に重要であることを後援会活動を通し
て理解することができました。税政連活動は、
税制改正に関する要望を党派に関わらず陳情す
るという地道な活動です。

何卒、税政連活動にご理解ご協力をいただけ
ますようお願い申し上げ、就任のごあいさつと
させていただきます。

新任のあいさつ
副会長�　　　　　　
���岡　本　篤　典

栃木県税理士政治連盟の岡本篤典でございま
す。このたび、副会長を拝命いたしました。就
任にあたりごあいさつ申し上げます。

関東信越税理士政治連盟の役員には初めて就
かせていただきますが、先輩諸氏の築かれてき
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た本連盟活動の発展に少しでも寄与できますよ
うに心掛けてまいります。そして、本連盟規約
にありますとおり、税理士の社会的、経済的地
位の向上を図るとともに、納税者のための税理
士制度及び租税制度並びに税務行政を確立する
ための政治活動を行えるよう、小林俊一会長を
補佐してまいります。

さて、税制に関する国民の関心が大変高まっ
ております。「手取りを増やす」政策が、特に現
役世代から共感を得て、令和７年度予算編成に
あたっても大きな論点となりました。税に関わる
仕事をする者として国民の税に対する関心が高
まることは嬉しいことですが、国家の財政やリス
クにも配慮した税制論議がより一層なされてい
くことを期待したいものです。そのような中、改
めて思いますのは、国民の一人としても政治を
避けて税制を考えることはできないということで
す。「税制改正」は国から与えられるものではなく、
関心を持って参加していく、このことをもっと税
理士に周知いただき、政治連盟への理解と協力
を深めていただきたいと思っています。

参議院議員の改選の年である本年は、推薦議
員の当選を目的とした後援会活動が展開されて
いくことと思いますが、一人でも多くの当選議
員が出せるよう、後援会のバックアップに努め
てまいります。また、陳情活動の強化、会員増
強などの施策を行い、税制改正要望の実現に向
けた税政連活動を目指していきます。

会員の皆様のご理解とご協力により、務めて
まいりますので、どうぞよろしくお願い申し上
げます。

副会長新任あいさつ
副会長�　　　　　　
���真　島　一　誠

１．はじめに
関東信越税理士政治連盟（関税政）の副会長

に就任させていただきました、新潟県税政連、
巻支局所属の真島一誠（ましまいっせい）です。

平成７年３月に税理士登録し、30年経過いた
しました。税理士政治連盟の経験は少ないです
が、一生懸命務めさせていただきますので、よ
ろしくお願いいたします。
２．税理士政治連盟について

日本税理士政治連盟の機関紙「日本税政連」
を改めて確認しました。東秀優日本税理士政治
連盟会長の年頭所感では、「税理士政治連盟は
税理士会とは独立した団体であり、税理士法に
基づく特別民間法人である税理士会では政治活
動に制限があるため、税理士会のために政治活
動をする組織として結成されたものです。会員
は税理士のみであり、両者の関係は車の両輪の
ようなものです。バランス良く運転しなければ
目標を達成できません。要望が実現した際のそ
の成果恩恵はすべての税理士が等しく享受しま
す。」とされています。
３．第50回衆議院議員総選挙について

昨年10月に第50回衆議院議員総選挙が行われ
ました。

関税政の推薦候補者は53人でした。そのうち
41人が当選しましたが、落選したのは自民党と
公明党の推薦者でした。日税政の推薦候補者の
当選率は８割を超えましたが、関税政の推薦候
補者の当選率は７割台でした。
４．後援会活動について

税理士による国会議員等の後援会を組織し、
地元選挙区から立候補する身近な国会議員への
要望活動は、中小企業や国民納税者、税理士会
を発展させるために理解をいただけることで
しょう。
５．おわりに

より良い税理士制度が維持されるべく、税理
士政治連盟の活動に税理士会員の皆様のご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。
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３月26日、関東信越税理士国民健康保険組合

会館（さいたま市）において、臨時大会を開催

した。

第53回定期大会（令和元年７月３日開催）に

おいて、役員任期を事業年度開始（４月１日）

から２年とする規約の改正があってから３回目

の臨時大会であり、令和７年４月からの役員を

選任するための開催となった。

原口哲也副幹事長の司会で始まり、秋山典久

副会長の開会のことば、小林俊一会長のあいさ

つの後、若山実副会長が議長に就任し、議事に

入った。役員任期満了に伴う改選の議案につい

て説明があり、賛成多数で可決承認された。

本大会で選任された新役員は下記のとおりで

ある。

その後、重任を除く新役員の紹介があり、選

任された役員を代表して、重任された小林会長

からあいさつがあった。

最後に、内田茂行副会長の閉会のことばによ

り閉会した。

関東信越税理士政治連盟

幹事長　�岸　　　生　子

関東信越税理士政治連盟臨時大会報告

（順不同：敬称略）

役　職　名 氏　　　　　　　　　名

会　　長
（１名） 小林　俊一

副 会 長
（９名）

大石　　敬、秋山　典久、橋本　一哉、小泉　達哉、岡本　篤典、石原　　仁、
岸　　生子、真島　一誠、成澤優一朗

幹 事 長
（１名） 岸　　生子

副幹事長
（13名）

出澤　琢磨、小暮　好市、角田　　修、横田　尚久、齋藤　嘉一、堀内　義広、
村田　一晃、大野　健次、小野　朝嗣、萩原　武馬、細沼　幸央、村椿　正子、
石田　賢一

幹　　事
（22名）

長沼　早苗、板垣　弘一、鴻田　　敦、小野　恭利、青木美智夫、竹内　健康、
井筒　一郎、小林　義久、植野　正子、渡會　光恵、原口　哲也、渡邉央一雄、
佐藤　知章、柳川　英一、三輪　洋之、山口　　明、中村　　岳、中村　文男、
森山　昭彦、田中　　操、百瀬　征男、小池　久己

会計監事※
（６名） 栗原　茂雄、浅井　達司、折田　慶太、川手𫝆朝人、古俣　敏隆、神田　富雄

※会計監事は定期大会後の就任
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茨城県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　前幹事長
　原　口　哲　也

１．新春賀詞交歓会
１月17日、ホテルレイクビュー水戸（水戸市）

において、茨城県税理士協同組合、関東信越税
理士会茨城県支部連合会との３会合同新春賀詞
交歓会が開催された。県税理士３団体合同の賀
詞交歓会ということで大井川和彦茨城県知事が
出席され、あいさつをいただいた。また、後援
会を組織している国会議員、さらに県内すべて
の国会議員を来賓として招待した。

出席者は国会議員本人が10人、秘書による代
理４人、前国会議員本人が１人の総勢15人で
あった。

あいさつは福島伸享衆議院議員（無所属・茨
城１区）、葉梨康弘衆議院議員（自民党・茨城
３区）、浅野哲衆議院議員（国民民主党・茨城
５区）、青山大人衆議院議員（立憲民主党・茨
城６区）、田所嘉德衆議院議員（自民党・比例
北関東）、永岡桂子衆議院議員（自民党・比例
北関東）、上月良祐参議院議員（自民党・茨城
県）、小沼巧参議院議員（立憲民主党・茨城県）、
加藤明良参議院議員（自民党・茨城県）、堂込
麻紀子参議院議員（無所属・茨城県）、石川昭
政前衆議院議員（自民党）からいただいた。

大井川和彦茨城県知事（中央）

福島伸享衆議院議員（中央）

葉梨康弘衆議院議員（右から1人目）

浅野哲衆議院議員（中央）

青山大人衆議院議員（右から2人目）

（8） 第59号	 関　　　　税　　　　政	 令和 7 年 5 月 25 日発行



田所嘉德衆議院議員（左から2人目）

永岡桂子衆議院議員（前列中央）

上月良祐参議院議員（中央）

小沼巧参議院議員（左から2人目）

加藤明良参議院議員（右）

堂込麻紀子参議院議員（右）

石川昭政前衆議院議員（中央）

２．後援会活動
（1）税理士による浅野哲後援会

１月８日、ホテル天地閣（日立市）において、税
理士による浅野哲後援会設立総会が開催された。

議事は全て賛成多数で承認可決され、議事終
了後に浅野哲衆議院議員（国民民主党・茨城５
区）から国政報告をいただいた。

税理士による浅野哲後援会設立総会

（2）税理士による永岡桂子後援会総会
３月22日、ホテル山水（古河市）において、税

理士による永岡桂子後援会総会が開催された。
議事は全て賛成多数で承認可決され、議事終

了後に永岡桂子衆議院議員（自民党・比例北関
東）から国政報告をいただいた。
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税理士による永岡桂子後援会総会

（3）税理士による青山大人後援会総会
３月25日、ホテルマロウド筑波（土浦市）に

おいて、税理士による青山大人後援会総会が開
催された。

議事はすべて賛成多数で承認可決され、議事
終了後に青山大人衆議院議員（立憲民主党・茨
城６区）から国政報告をいただいた。

税理士による青山大人後援会総会

（4）税理士による大井川和彦後援会
４月８日、ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水

戸（水戸市）において、税理士による大井川和
彦後援会総会が開催された。

議事はすべて賛成多数で承認可決され、議事
終了後に大井川和彦茨城県知事から県政報告を
いただいた。

税理士による大井川和彦後援会総会

栃木県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　前幹事長
　小　口　秀　一

１．新年賀詞交歓会
１月11日、栃木県支部連合会、税協、国保連、

税政連の４団体の共催で、30回目の栃木県税理
士会令和７年賀詞交歓会を宇都宮東武ホテルグ
ランデ（宇都宮市）で開催した。

当日は、福田富一栃木県知事と本県選出の国
会議員８人、小林俊一関税政会長、成澤優一朗
長野県税政連会長 ､ 石原仁群馬県税政連会長 ､
横田尚久埼玉県税政連副会長のご出席をいただ
き、30回目の節目にふさわしく盛大に開催した。

県内各支局からも多くの会員が出席し、今回
も100人規模となった。

賀詞交歓会は澤田真由美栃税協理事長の開会
の辞に続き、小池英之栃木県税政連前会長をは
じめとして本年度お亡くなりになられた各団体
の会員に黙とうを捧げた。

続いて星野昌弘栃木県税政連会長による主催
者あいさつが行われた後、来賓を代表して小林
関税政会長にあいさつをいただき、倉井章栃木
県連会長の乾杯のご発声により懇親に入った。

途中、出席された知事・国会議員から受付順
にあいさつをいただいた。例年なら各県からお
いでいただいた役員の方々からのあいさつをい
ただくところ、時間の関係で頂戴できなかった
のが残念だったが、今年も盛大な会とさせてい
ただき感謝に堪えない。最後に、元関東信越税
理士会会長である小林健彦顧問による楽しいお
話があり全員笑いの渦の中で万歳三唱を唱えた
後、仲島克吉国保組合理事長が閉会の言葉を述
べ無事終了した。

澤田理事長 開会の辞
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星野会長 あいさつ

小林関税政会長 あいさつ

倉井県連会長 乾杯

茂木敏充衆議院議員（自民党・栃木５区）

藤岡隆雄衆議院議員（立憲民主党・栃木４区）

福田昭夫衆議院議員（立憲民主党・栃木２区）

五十嵐清衆議院議員（自民党・比例北関東）

上野通子参議院議員（自民党・栃木県）

船田元衆議院議員（自民党・栃木１区）

福田富一栃木県知事
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小林顧問あいさつ

ご出席の来賓・国会議員の皆様

２．令和６年度臨時大会
３月25日、護国会館（宇都宮市）において臨

時大会を開催した。50人の代議員のうち会場出
席32人、委任状出席18人で成立した大会は、倉
井副会長の開会の辞で始まった。

続いて、星野会長からあいさつがあり、役員
改選の議案について慎重審議をお願いする旨が
述べられた。議長に町田有政栃木支局長が選出
され ､ 小口秀一幹事長から議案説明が行われた
後、岡本篤典会長はじめ新役員選任について全
会一致で承認を受けた。

議事終了後、岡本新会長からあいさつがあり、
小峰儀則副会長の閉会の辞で終了した。

大会終了後に行われた幹事会では、星野会長
が議長となり推薦審査会委員の選任と各委員会
の承認についての議案提示が行われ、２議案と
も全会一致で承認された。

３．栃木県知事選挙について
令和６年10月31日告示、同年11月17日投開票

により栃木県知事選挙が行われた。
栃木県税政連では、税理士による福田富一後

援会が現職である福田富一候補の選挙応援を
行った。

開票の結果、福田候補が６回目の当選を果たし、
全国の現職知事では最多の当選回数となった。

群馬県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　前幹事長
小　野　朝　嗣

１．令和６年度臨時大会
３月27日、ホテルラシーネ新前橋（前橋市）

において臨時大会を開催した。代議員88人（内
委任状出席28人）の出席があった。五十嵐知行
副会長の開会の辞、石原仁会長のあいさつの後、
議長に狩野要一顧問を選出し議事に入った。「任
期満了に伴う新役員の選任」、「群税政の規約の
一部改正」の２議案とも全会一致で承認された。
重任の石原会長と新任の角田修幹事長から次年
度への決意が述べられた。角田弘芳副会長の閉
会の辞で臨時大会を終了した。

臨時大会の様子

石原会長（左）と角田次期幹事長

２．後援会活動
（1）税理士による清水真人後援会

１月27日、ホテルメトロポリタン高崎（高崎
市）において、定期総会を開催した。入沢紀行
幹事長の司会のもと、狩野要一会長のあいさつ
で開会した。事業活動報告、収支決算報告、次
年度事業活動計画（案）・収支予算（案）全て
に承認を得て議事が終了した。

その後、清水真人参議院議員（自民党・群馬
県）による国政報告が行われた。
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石原仁群税政会長の来賓祝辞、雲敦史副会長
の閉会のあいさつで総会を終了した。

清水真人参議院議員

清水議員を囲んで

その後、懇親会を開催した。鴻田敦群馬県連
会長、小林馨相談役、有田大輔高崎支部長の出
席を得て、清水議員を囲んでの大変有意義な会
となった。

（2）税理士による富岡賢治後援会
４月３日、ホテルグランビュー高崎（高崎市）

において、定期総会を開催した。茂原健二幹事
長の司会のもと、小林馨相談役のあいさつで開
会し、活動報告、収支決算報告、次年度収支予
算（案）全て可決承認された。長くお務めいた
だいた大西勉後援会長の後任に梁瀬剛会員、茂
原健二幹事長の後任に磯部聡会員の役員変更が
可決承認され議事が終了した。石原仁群税政会
長の来賓祝辞に続いて、富岡賢治市長による市
政報告が行われた。狩野要一相談役の閉会のあ
いさつで総会を終了した。　　

梁瀬新後援会会長と富岡市長

その後、懇親会が開催され、富岡市長を囲ん
での大変有意義な会となった。
３．国会議員等による税務支援視察

税政連では、税理士会が確定申告期に行って
いる税務支援について推薦国会議員による視察
を実施している。２月15日、桐生商工会議所の
納談会場に井野俊郎衆議院議員（自民党・群馬
２区）の視察があった。 

左から酒井秀座会員、石井謙三前後援会長、井野俊郎議員、
押見新一郎後援会長、栁澤彰副幹事長

埼玉県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　前幹事長
新　井　　　正

１．令和６年度臨時大会
異例の夏日が観測された３月26日、関東信越

税理士国保組合会館（さいたま市）において埼
税政第62回臨時大会が開催された。司会の中村
岳副幹事長から定足数の報告（代議員総数336
人のうち委任状含め出席者263人）があった後、
岸生子会長からあいさつがあった。議長の杉野
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幸恵代議員、副議長の大渕浩代議員の議事進行
の下、任期満了に伴う役員改選の議決を求める
件について細沼幸央副幹事長から議案説明があ
り、議事は承認可決された。

重任する岸会長から３期目に向けての抱負が
述べられ、夏の参議院選について皆様のご協力
をお願いしたいとあいさつがあった。また、新
たに就任した横田尚久幹事長からは埼税政の長
年の課題である会費未納問題について熱い抱負
が語られた。

岸会長あいさつ

会場の様子

２．議員会館での陳情
例年秋に実施している一斉陳情は第50回衆議

院議員総選挙により中止となったが、令和６年
11月20日、岸会長と新井正幹事長が税制改正に
ついての日税連および日税政の要望建議書を以
下の議員に手交し、陳情した。

そのうち、柴山昌彦衆議院議員（自民党・埼
玉８区）、橋本幹彦衆議院議員（国民・埼玉13
区）岸田光広衆議院議員（国民・比例北関東）
には本人に直接面会した。議員は、我々の活動
と要望について長時間を割き、真剣に聞いてく
ださった。

村井英樹　　自民・埼玉１区
新藤義孝　　自民・埼玉２区
黄川田仁志　自民・埼玉３区
穂坂泰　　　自民・埼玉４区

枝野幸男　　立民・埼玉５区
大島敦　　　立民・埼玉６区
小宮山泰子　立民・埼玉７区
柴山昌彦　　自民・埼玉８区
橋本幹彦　　国民・埼玉13区
岸田光広　　国民・比例北関東

柴山昌彦衆議院議員（中央）

橋本幹彦衆議院議員（中央）

３．国会議員との懇談会
令和６年12月20日、国会議員との懇談会が埼

玉県税理士会館（さいたま市）において実施さ
れた。前回は６人の国会議員の参加があり、イ
ンボイス制度の実務をはじめ様々な話題につい
て意見交換を繰り広げ大盛況だったのだが、今
回は当日になって急遽（国民民主党の躍進によ
り審議が難航したため）衆議院本会議が夕方開
催されることが決まり、本来参加を予定してい
た４人の国会議員の出席がかなわず秘書の代理
参加が相次ぐこととなった。そのような状況下
でも、柴山昌彦衆議院議員だけが途中退出の形
で時間の許す範囲で参加され、議員と税理士と
代理秘書とで103万円の壁やその他の話題で大
変熱のこもった質疑と応答が交わされた。

議員退出後は、当日発表されたばかりの令和
７年度与党税制改正大綱を横田尚久副会長が解
説し、参加税理士がメモを取りつつ熱心に聞き
入った。
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岸会長あいさつ

議員と秘書の皆様

横田副会長の説明

会場の様子

新潟県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　前幹事長
田　中　　　操

１．令和６年度第２回幹事会について
令和６年12月16日、アートホテル新潟駅前（新

潟市）において下記議案を審議した。
新規会員勧誘と入会手続きなど活発に意見が

交わされた。
また新潟県税理士政治連盟（以下、県税政と

いう。）は懇親会を併設し新年度に向けてさら
に交流を深めた。

（1）第57回定期大会の反省について
（2）各委員会活動報告
（3）国会議員への陳情報告
（4）後援会活動報告
（5）令和６年度臨時大会開催について
（6）その他

池淳一会長あいさつ

幹事会会議風景

２．令和６年度臨時大会について
３月27日、古町ルフル集会室（新潟市）にお

いて令和６年度臨時大会を開催した。
議案は「役員任期満了に伴う改選の議決を求め

る件」で代議員83人により原案どおり承認された。
この令和７年度役員原案は、令和６年12月16

日幹事会に次期会長候補の推薦を諮ることから
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始まり、２月21日の幹事会書面決議を経て作成
されたものである。

臨時大会終了後、新年度の日程調整などを
行った。

瀬賀弥平副会長　議長就任あいさつ

３．税理士による国会議員後援会定期総会・国
政報告会について
令和６年10月の衆議院議員総選挙は、令和４

年12月28日施行の衆議院小選挙区「10増10減」
により、新潟県内の小選挙区は１減の５選挙区
となり、自民党は比例を含めて現職７人の選挙
区割が大幅に変わった中で行われた。

５つの支援後援会は全て県税政役員臨席のうえ
定期総会・報告会を開催した。

新たな衆院選の区割りにより旧選挙区が３分割
されるなど新天地に会員拡大を図る後援会もある。

国政報告会においては、税制改正などについ
て意見交換ができ賛同を得ることができた。

斎藤洋明（自民党・比例北陸信越）後援会

国定勇人（自民党・比例北陸信越）後援会

鷲尾英一郎（自民党）後援会

塚田一郎（自民党）後援会

髙鳥修一（自民党）後援会

長野県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
堀　内　義　広

１．後藤茂之衆議院議員 新年あいさつ
１月９日、衆議院第１・２議員会館（千代田区）

において、長野県選出の井出庸生衆議院議員（自
民党・比例北陸信越）、宮下一郎衆議院議員（自
民党・長野５区）、後藤茂之衆議院議員（自民党・
長野４区）、中川宏昌衆議院議員（公明党・比例
北陸信越）に新年のごあいさつのため成澤優一朗
会長と堀内義広幹事長が議員事務所を訪問した。
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お忙しい中、税制調査会小委員長である後藤
議員にはお時間を取っていただき、吉川裕一日
税政幹事長・秋山典久日税政政策委員長、小林
俊一関税政会長、岸生子関税政幹事長も同席し、
後藤議員には現状の税制における方向性などを
お話しいただき、税政連からは、インボイス制
度の現状と特例措置の延長について意見を述べ
た。

後藤議員（左から3人目）

２．「税理士による宮下一郎後援会」定期総会
２月23日、割烹海老屋（伊那市）において令

和６年度「税理士による宮下一郎後援会」定期
総会が開催され、県税理士政治連盟から成澤会
長が出席した。上野山登後援会会長のあいさつ
に始まり、令和６年度経過報告、会計・監査報
告に続き会則の改正及び役員の改選について説
明があった。会則の改正では役員の数について
改正があり、その改正により上野山会長が顧問
相談役となり、新会長に大澤稔会員が指名され、
副幹事長・会計責任者以外全て新任となり総会
の議案は全て承認可決した。
成澤会長のあいさつに続き、宮下一郎議員の国
政報告が行われ、農政についての報告などが
あった。懇親会では宮下議員を囲んで有意義な
意見交換が行われた。

上野山会長あいさつ

大澤新会長あいさつ

成澤県税政連会長あいさつ

宮下衆議院議員国政報告

宮下衆議院議員（前列中央）と

３．長野県隣接士業政治連盟懇談会
３月28日、宴席油や（長野市）において隣接

士業政治連盟懇談会が開催された。
本年度は税理士会が当番となり、行政書士会、

社会保険労務士会で各業界政治連盟の陳情内容
や組織率低下の問題について意見交換を行っ
た。三者の全てで、急速に進むデジタル化に対
し、高齢者への対応や無資格者増加への対策が
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急務であるとし、陳情による法改正を求めてい
る。組織率の低下に関して決定的な打開策は難
しく地道な勧誘が必要であるとした。

社労士会の報告

行政書士会の報告

税理士会の報告

４．関東信越税理士会長野県支部連合会会長、
関東信越税理士会副会長、関東信越税理士政
治連盟幹事　故・西山利昭先生「お別れの会」
２月５日、西山利昭先生の突然の訃報に接し

悲しみと残念な気持ちが入り混じった感情に襲
われた。

４月14日、ホテルメトロポリタン長野（長野
市）において「お別れの会」がしめやかに執り
行われた。

開式のあいさつから始まり、西山利昭先生の
ご冥福を祈り黙とうを奉げた。

大山博之関東信越税理士会会長、田近栄治一
橋大学名誉教授、税理士で長野北ロータリーク
ラブの風間孝三氏、町田幸一朝日いずみ会会長

から弔辞が捧げられ、亡き西山先生を偲んだ。
田畑健隆関東信越国税局総務部長から感謝状

が、太田直樹日本税理士会連合会会長から記念
品が贈呈された。

喪主の西山結美様から御礼のあいさつがあ
り、献花へと続き厳かなうちに閉式となった。

供花御芳名

故・西山利昭先生

５．長野県税政連の活動【４月14日現在】
・11月18日　県連主催の新入会員研修会に出席
・11月23日　時局講演会に参加講師小平奈緒様
・12月２日　衆議院選当選議員あいさつ
・１月９日　日本税理士会連合会新年賀詞交歓

会に出席
・２月５日　西山県連会長・関税政幹事ご逝去
・２月13日　長野県税理士政治連盟臨時大会開催
・２月23日　「税理士による宮下一郎後援会」

定期総会に出席
・２月28日　隣接士業政治連盟懇談会開催
・４月14日　故・西山県連会長「お別れの会」

に参列
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編集後記編集後記
広報委員長広報委員長　小野 朝嗣　小野 朝嗣
第53号から第58号までの「関税政」を発行すること
ができました。各県広報委員、原稿を寄せていただい
た幹事長はじめ多くの皆様、事務局の皆様のご協力に
感謝申し上げます。令和５年にはコロナ感染症予防の
ための行動制限の解除、インボイス制度導入。令和６
年は政治資金の裏金事件、そして10月の衆議員議員
総選挙での与党の過半数割れ。話題はたくさんありま
したが、それを編集に上手く料理できなかったことが
残念です。２年間お世話になりました。大変ありがと
うございました。

広報副委員長広報副委員長　三輪 洋之　三輪 洋之
３期６年間、広報委員を務めさせていただきました。
就任当初は、対面による編集作業を行いましたが、コ
ロナ禍でオンラインによる編集作業となってしまい、
その後もこのスタイルでの編集となったため、委員同
士の交流があまり図れなかったのが少し残念です。そ
の間、社会のデジタル化が進み私たちの生活スタイル
も大きく変わりましたが、要望実現に向けた税政連の
役割は、今までも、そしてこれからも変わりません。
委員の皆様、事務局の皆様、そして「関税政」を読ん
でくださった会員の皆様、６年間ありがとうございま
した。

広報委員広報委員　小板橋 敬之　小板橋 敬之
何度目かの広報委員の任期が終了いたしました。この
４月からは何度目かの広報委員の任期がスタートいた
しました。引き続きよろしくお願いいたします。

広報委員広報委員　土屋 秀　土屋 秀
2024年10月に行われた衆議院選挙は、連立与党の過
半数割れという結果で日本の政治に大きな転機をもた
らした。昨今の物価高騰対策に対して、右往左往する
中、2025年夏に控える参議院選挙も日本の政治に大
きな影響を与える重要な選挙といえます。この選挙結
果次第では、税制にも大きな影響を与えると思われ、
政局の動向から目が離せません。皆様方へより一層有
益な情報が発信できるよう努めてまいりますので、税
政連の活動にご支援をお願い申し上げます。

広報委員広報委員　岡部 記和　岡部 記和
昨年からの「103万円の壁問題」の対策協議で、国会
が久しぶりに税制に関する議論で盛り上がりました。
税政連も関係する国会議員に対して相当活動されたこ
とでしょう。結果として、税制改正により課税最低限
が引き上げられたことは税制建議につながるところも
あり、税政連の活動の重要性を実感しています。今後
の国会でも税制改革が取り上げられ、税制建議の実現
につながることを期待しています。

広報委員広報委員　杉野 幸恵　杉野 幸恵
この２年の間にようやく対面での校正作業に関わるこ
とができました。一読者として読む文章も校正の立場
で読むのでは段違いで、会報誌の作成は本当に奥深い
なと感じました。そして初対面だというのに懇親会の
席での活発かつ有意義な交流！ありがとうございまし
た。改めて会務って良いものだと実感しました。

広報委員広報委員　齋藤 嘉一　齋藤 嘉一
３期目の任期も今年３月で終了しました。任期中はコ
ロナ禍のなか編集会議を数回経験させていただきまし
た。懇親会にも参加させていただきました。これらは
貴重な経験と思い出として、私個人の財産になってい
ると感じています。「関税政」の発行に尽力された、
すべての役員、広報委員、事務局職員の方々大変お世
話になりました。

広報委員広報委員　宇賀田 伸彦　宇賀田 伸彦
編集委員ではあるのですが、さして貢献はしておりま
せん。事務局はじめ皆様に頼り切りで申し訳ないくら
いです。どうもありがとうございました。多くの税理
士会員の皆様が、政治家に陳情に行き、税法の改正等
に向けた運動を行っています。税理士による陳情は、
業界への利益誘導的なものは少なく、専門家・実務家
として気付いたことの改善提案が多い社会的価値が高
いものです。陳情に行けば、陳情自体の価値も感じら
れ、勉強になることもあれば、なんだかやるせないこ
とも多々あります。せっかくの機関誌ですので、そん
な陳情に行かれた方の努力や実感を少しでも、政治に
あまり関心がない皆さんにも見ていただければと思い
ます。
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〒330-0842　さいたま市大宮区浅間町 2 丁目 7 番地 
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